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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成23年10月13日(2011.10.13)

【公開番号】特開2010-55514(P2010-55514A)
【公開日】平成22年3月11日(2010.3.11)
【年通号数】公開・登録公報2010-010
【出願番号】特願2008-221973(P2008-221973)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/76     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ   1/00    ２００Ｅ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｆ
   Ｇ０６Ｆ  17/30    １７０Ｂ
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ３５０Ｃ
   Ｈ０４Ｎ   5/76    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月26日(2011.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像関連処理に係る対象物を指定する対象物指定手段と、
　新規に取得した画像内に、前記対象物指定手段により指定された対象物に相当する相当
物が存するか否かを判定するとともに、存すると判定された前記相当物と前記対象物指定
手段により指定された対象物との類似度を算出する類似度算出手段と、
　前記類似度算出手段により算出された類似度が所定の判定値以上であるか否かに応じて
前記画像関連処理の内容を異ならせるように制御する画像関連処理制御手段と、
　前記対象物指定手段により指定された対象物の種類を特定する種類特定手段と、
　前記種類特定手段により特定された前記対象物の種類に応じて前記所定の判定値を変更
する判定値変更手段と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記判定値変更手段は、前記対象物の動きの大きいもの程低くなるように前記所定の判
定値を変更することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　画像関連処理に係る対象物を指定する対象物指定手段と、
　新規に取得した画像内に、前記対象物指定手段により指定された対象物に相当する相当
物が存するか否かを判定するとともに、存すると判定された前記相当物と前記対象物指定
手段により指定された対象物との類似度を算出する類似度算出手段と、
　前記類似度算出手段により算出された類似度が所定の判定値以上であるか否かに応じて
前記画像関連処理の内容を異ならせるように制御する画像関連処理制御手段と、
　前記画像の拡大縮小倍率を取得する倍率取得手段と、
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　前記倍率取得手段により取得された前記拡大縮小倍率に応じて前記所定の判定値を変更
する判定値変更手段と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項４】
　前記判定値変更手段は、拡大倍率が大きいもの程低くなるように前記所定の判定値を変
更することを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　複数の画像を記憶する画像記憶手段と、
　前記画像関連処理制御手段は、前記画像関連処理として、前記画像記憶手段に記憶され
ている前記複数の画像の中で所望の画像を検索する検索処理を行う画像検索手段と、を更
に備え、
　前記画像検索手段は、前記複数の画像のうち、前記類似度が所定の判定値以上であると
判定された何れかの画像を前記所望の画像として特定することを特徴とする請求項１～４
の何れか一項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記画像検索手段により前記所望の画像として特定された画像を表示する表示手段を更
に備えることを特徴とする請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　対象物を撮像する撮像手段を備え、
　前記画像関連処理制御手段は、前記画像関連処理として、前記撮像手段による前記対象
物の撮像を制御する撮影制御手段を備え、
　前記撮影制御手段は、前記類似度が所定の判定値以上であると判定された場合に、前記
撮像手段に前記対象物を自動的に撮像させることを特徴とする請求項１～４の何れか一項
に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記所定の判定値を任意に設定指示する判定値指示手段をさらに備えることを特徴とす
る請求項１～７の何れか一項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　画像関連処理に係る対象物を指定する対象物指定手段を備える画像処理装置のコンピュ
ータを、
　新規に取得した画像内に、前記対象物指定手段により指定された対象物に相当する相当
物が存するか否かを判定するとともに、存すると判定された前記相当物と前記対象物指定
手段により指定された対象物との類似度を算出する類似度算出手段、
　前記類似度算出手段により算出された類似度が所定の判定値以上であるか否かに応じて
前記画像関連処理の内容を異ならせるように制御する画像関連処理制御手段、
　前記対象物指定手段により指定された対象物の種類を特定する種類特定手段、
　前記種類特定手段により特定された前記対象物の種類に応じて前記所定の判定値を変更
する判定値変更手段、
　として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項１０】
　画像関連処理に係る対象物を指定する対象物指定手段を備える画像処理装置のコンピュ
ータを、
　新規に取得した画像内に、前記対象物指定手段により指定された対象物に相当する相当
物が存するか否かを判定するとともに、存すると判定された前記相当物と前記対象物指定
手段により指定された対象物との類似度を算出する類似度算出手段、
　前記類似度算出手段により算出された類似度が所定の判定値以上であるか否かに応じて
前記画像関連処理の内容を異ならせるように制御する画像関連処理制御手段、
　前記画像の拡大縮小倍率を取得する倍率取得手段、
　前記倍率取得手段により取得された前記拡大縮小倍率に応じて前記所定の判定値を変更
する判定値変更手段、
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　として機能させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明の画像処理装置は、
　画像関連処理に係る対象物を指定する対象物指定手段と、新規に取得した画像内に、前
記対象物指定手段により指定された対象物に相当する相当物が存するか否かを判定すると
ともに、存すると判定された前記相当物と前記対象物指定手段により指定された対象物と
の類似度を算出する類似度算出手段と、前記類似度算出手段により算出された類似度が所
定の判定値以上であるか否かに応じて前記画像関連処理の内容を異ならせるように制御す
る画像関連処理制御手段と、前記対象物指定手段により指定された対象物の種類を特定す
る種類特定手段と、前記種類特定手段により特定された前記対象物の種類に応じて前記所
定の判定値を変更する判定値変更手段と、を備えることを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項３に記載の発明の画像処理装置は、
　画像関連処理に係る対象物を指定する対象物指定手段と、新規に取得した画像内に、前
記対象物指定手段により指定された対象物に相当する相当物が存するか否かを判定すると
ともに、存すると判定された前記相当物と前記対象物指定手段により指定された対象物と
の類似度を算出する類似度算出手段と、前記類似度算出手段により算出された類似度が所
定の判定値以上であるか否かに応じて前記画像関連処理の内容を異ならせるように制御す
る画像関連処理制御手段と、前記画像の拡大縮小倍率を取得する倍率取得手段と、前記倍
率取得手段により取得された前記拡大縮小倍率に応じて前記所定の判定値を変更する判定
値変更手段と、を備えることを特徴としている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項９に記載の発明のプログラムは、
　画像関連処理に係る対象物を指定する対象物指定手段を備える画像処理装置のコンピュ
ータを、
　新規に取得した画像内に、前記対象物指定手段により指定された対象物に相当する相当
物が存するか否かを判定するとともに、存すると判定された前記相当物と前記対象物指定
手段により指定された対象物との類似度を算出する類似度算出手段、前記類似度算出手段
により算出された類似度が所定の判定値以上であるか否かに応じて前記画像関連処理の内
容を異ならせるように制御する画像関連処理制御手段、前記対象物指定手段により指定さ
れた対象物の種類を特定する種類特定手段、前記種類特定手段により特定された前記対象
物の種類に応じて前記所定の判定値を変更する判定値変更手段、として機能させることを
特徴としている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項１０に記載の発明のプログラムは、
　画像関連処理に係る対象物を指定する対象物指定手段を備える画像処理装置のコンピュ
ータを、
　新規に取得した画像内に、前記対象物指定手段により指定された対象物に相当する相当
物が存するか否かを判定するとともに、存すると判定された前記相当物と前記対象物指定
手段により指定された対象物との類似度を算出する類似度算出手段、前記類似度算出手段
により算出された類似度が所定の判定値以上であるか否かに応じて前記画像関連処理の内
容を異ならせるように制御する画像関連処理制御手段、前記画像の拡大縮小倍率を取得す
る倍率取得手段、前記倍率取得手段により取得された前記拡大縮小倍率に応じて前記所定
の判定値を変更する判定値変更手段、として機能させることを特徴としている。
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